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阪
大
理
学
部
の
創
設
と
湯
川
秀
樹

斎
藤
吉
彦
（
大
阪
市
轟
学
籍
舘
長
）

大
阪
市
立
科
学
館
は
大
阪
大
学
理
学
部
の
跡
地
に

建
っ
て
い
る
。
こ
の
地
で
世
界
第
一
級
の
研
究
が

数
々
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
湯
川
秀
樹
の
中
間
子
論

は
代
表
的
な
も
の
で
、
一
九
四
九
年
に
湯
川
は
こ
の

業
績
で
日
本
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
地
で
か
つ
て
あ
っ
た
歴
史
の
中
か
ら
、

大
阪
大
学
の
設
立
と
湯
川
が
開
花
す
る
ま
で
を
紹
介

する。
大
阪
大
学
の
設
立
と
塩
見
理
研

大
阪
大
学
は
一
九
三
一
年
に
関
学
し
た
。
医
学
部

と
理
学
部
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
関
学
す
る
工
学
部

の
三
学
部
か
ら
な
る
帝
国
大
学
で
あ
る
。
医
学
部
と

工
学
部
は
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府
立
医
科
大
学
と
園
立
大

阪
工
業
大
学
か
ら
の
移
管
で
あ
り
、
理
学
部
だ
け
が

新
設
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
産
業
界
か
ら
の
強
い
要
望

で
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
隣
の
京
都
に
既
に
帝

国
大
学
が
あ
り
当
時
の
不
況
も
あ
っ
て
一
筋
縄
で
は

な
か
っ
た
。
設
立
費
を
大
阪
が
持
つ
と
い
う
こ
と
で

実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
阪
大
学
の
設

立
基
金
一
八
五
万
円
は
財
因
法
人
塩
見
理
化
学
研
究

所
（
以
降
、
塩
見
理
研
）
の
寄
付
金
四
〇
万
円
と
大
阪

府
立
医
科
大
学
蓄
積
金
等
で
、
そ
の
全
て
が
理
学
部

創
設
葉
に
当
て
ら
れ
た
串
。
大
阪
府
立
医
科
大
学
も

財
界
か
ら
阪
大
を
遥
か
に
超
え
る
寄
付
を
得
て
い
た

の
で
、
こ
の
よ
う
な
蓄
積
金
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
理
学
部
の
敷
地
は
府
立
大
学
病
院
所
有

の
空
き
地
三
〇
〇
〇
坪
（
現
在
の
大
阪
市
立
科
学
館

の
敷
地
）
で
あ
る
。
阪
大
は
設
立
に
あ
た
っ
て
政
府

か
ら
の
援
助
を
全
く
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
一

方
で
、
東
洋
紡
か
ら
繊
維
研
究
費
に
一
〇
万
円
、
谷

口
工
業
奨
励
会
か
ら
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
一
二
二
万

円
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
。

＊
当
時
の
円
価
値
　
大
工
手
間
賃
二
円
二
八
銭
、
教
員
初

任
給
五
〇
円
、
白
米
一
〇
短
二
円
三
〇
銭

こ
の
よ
う
に
大
阪
大
学
は
民
の
力
で
設
立
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
次
の
事
実
が
そ
の
背
景
を
物
語
っ

て
い
る
。

当
時
の
大
阪
は
日
本
最
大
の
都
市
、
世
界
で
は
六

位
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
地
下
鉄

御
堂
筋
線
の
開
通
二
九
三
三
年
）
、
御
堂
筋
拡
張
工

事
（
一
九
二
六
年
～
一
九
三
七
年
）
、
日
本
で
最
初
の

科
学
館
、
電
気
科
学
館
設
」
±
三
〇
万
円
（
一
九
三

七
年
）
、
市
民
の
寄
付
に
よ
る
大
阪
城
天
守
閣
の
再

建
一
四
〇
万
円
二
九
三
一
年
）
、
大
阪
商
科
大
学
開

設
（
一
九
二
八
年
）
な
ど
。
一
方
で
、
染
料
や
医
薬
品

な
ど
重
化
学
工
業
の
製
品
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
に

依
存
し
て
い
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
こ
れ
ら
の

輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
産
業
界
に
は

自
立
の
た
め
の
基
礎
研
究
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

塩
見
理
研
は
、
亜
鉛
の
精
錬
業
で
財
を
成
し
た
塩

見
政
次
が
私
財
の
半
分
一
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
一
九

二
八
年
に
設
立
し
た
財
団
法
人
で
、
「
理
化
学
お
よ

び
そ
の
応
用
を
研
究
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
研
究

員
の
海
外
派
遣
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
後
に
阪
大
教
揺
と
な
る
浅
田
常
三
郎
は
ア
ン
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モ
二
ア
の
合
成
で
知
ら
れ
る
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー

の
元
へ
留
学
し
て
い
る
。
大
阪
大
学
設
立
時
に
は
塩

見
理
研
の
有
力
研
究
員
、
岡
谷
辰
治
、
浅
田
常
三

部
、
千
谷
利
三
、
佐
田
直
康
が
理
学
部
の
教
授
ま
た

は
助
教
授
に
就
任
し
、
塩
見
理
研
の
研
究
員
の
給
料

は
阪
大
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

理
学
部
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
一
九
三
二
年
か
ら
一

九
三
田
年
ま
で
は
理
学
部
の
研
究
や
楕
業
が
塩
見
理

研
で
行
わ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
湯
川
秀
樹
は
ノ

ー
ベ
ル
賞
論
文
執
筆
の
き
っ
か
け
を
こ
こ
で
得
た
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
創
設
さ
れ
た
大
阪
大
学
理
学
部

は
数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
湯
川
秀
樹
の
中
間

子
論
は
こ
の
偉
業
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下

で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
ま
で
の
湯
川
の
悲
喜
こ
も

ご
も
を
、
湯
川
の
自
伝
「
旅
人
」
や
残
さ
れ
た
手
紙

な
ど
か
ら
探
る
。

京
大
か
ら
阪
大
へ

阪
大
の
初
代
総
長
は
物
理
学
界
第
一
人
者
の
長
岡

半
太
郎
で
あ
る
。
原
子
構
造
の
全
く
分
か
ら
な
い
時

代
に
原
子
の
土
塁
型
モ
デ
ル
を
提
唱
二
九
〇
四
年
）

し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
長
岡
は
全
国
か
ら
超
一

流
の
研
究
者
を
集
め
た
。
そ
の
一
人
が
八
木
秀
次
で

あ
る
。
八
木
は
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
発
明
で
有
名
な

東
北
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
が
、
長
岡
の
要
請
で
阪

大
理
学
部
物
理
学
教
室
の
主
任
教
授
を
兼
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
湯
川
の
兄
は
東
北
大
学

で
八
木
と
同
僚
で
あ
っ
た
。
彼
の
計
ら
い
で
湯
川
は

八
木
に
会
う
こ
と
に
な
り
、
次
の
よ
う
に
決
心
し
た

の
で
あ
る
。
「
長
い
廊
下
を
歩
く
足
音
が
し
て
八
木

先
生
が
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。
先
生
は
い
き
な
り
阪
大

理
学
部
の
様
子
を
、
何
も
か
も
さ
ら
け
出
し
て
話
さ

れ
た
。
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
私
の
中
に
は
、
先
生
に

対
す
る
信
頼
感
が
急
激
に
増
大
し
た
。
阪
大
で
勉
強

さ
せ
て
も
ら
う
決
心
が
、
一
ペ
ん
に
決
ま
っ
て
し
ま

っ
た
」
。
翌
月
に
は
京
大
か
ら
阪
大
に
研
究
の
場
を

移
し
、
こ
こ
で
日
本
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
論
文
を
発
表

し
た
の
で
あ
る
。
湯
川
の
動
機
を
も
う
少
し
詳
し
く

探
っ
て
み
よ
う
。

一
九
二
六
年
、
湯
川
が
京
都
大
学
に
入
学
し
た
年

に
量
子
力
学
が
完
成
し
た
。
湯
川
は
量
子
力
学
の
と

り
こ
と
な
っ
た
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
理
論
な
の

で
京
大
に
は
そ
れ
を
教
え
る
教
官
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
湯
川
は
独
学
で
量
子
力
学
を
習
得
し
、
こ
れ
を

基
礎
に
中
間
子
論
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
、
量
子
力
学
が
完
成
し
た
現
場
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
で
世
界
的
な
実

績
を
挙
げ
て
い
た
仁
科
芳
雄
が
帰
国
し
た
。
量
子
力

学
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
ボ
ー
ア
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
天
才
た
ち
に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
仁
科
は
こ
の
ボ
ー
ア
の
下
に
い
た
の
で
あ
る
。

仁
科
は
帰
国
後
、
東
京
の
理
化
学
研
究
所
で
仁
科
研

究
室
を
主
宰
し
、
一
九
三
一
年
に
は
京
大
で
集
中
講

義
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
講
し
た
湯
川
は
「
仁
科
先

生
の
講
義
は
、
単
な
る
量
子
力
学
の
解
説
で
は
な
か

っ
た
。
先
生
は
、
ボ
ー
ア
博
士
を
中
心
と
す
る
、
当

時
、
最
も
優
秀
な
理
論
物
理
学
者
の
一
団
の
、
全
体

に
た
だ
よ
っ
て
い
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神
を
、
私

た
ち
に
伝
え
る
媒
体
で
も
あ
っ
た
」
と
強
烈
な
刺
激

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
湯
川
が
京
大
で
無
給
副
手
と

し
て
量
子
力
学
を
研
究
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
湯
川
の
生
涯
の
ラ
イ
バ
ル
と
評
さ
れ
る
朝
永
振

一
郎
も
こ
の
講
義
を
受
講
し
て
い
た
。
朝
永
は
湯
川

と
京
大
の
同
期
生
で
、
一
九
」
八
五
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
た
日
本
を
代
表
す
る
理
論
物
理
学
者
で
あ

る
。
こ
の
講
義
の
後
、
朝
永
に
転
機
が
訪
れ
た
の
で

あ
る
。
湯
川
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
真
理

へ
の
旅
路
の
同
業
者
、
朝
永
君
は
東
京
へ
去
っ
た
。

理
化
学
研
究
所
に
新
設
さ
れ
た
仁
科
研
究
室
で
勉
強

す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
き
あ
い
の
悪

い
私
、
孤
独
者
と
自
認
し
て
い
る
私
に
も
、
内
心
そ

れ
は
さ
び
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が

ま
た
、
私
を
新
し
い
土
地
へ
行
か
せ
る
動
因
の
一
つ

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
。
ラ
イ
バ
ル
の
朝
永

が
仁
科
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
仁
科
の
下
で
研
究
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
京
大
に
は
湯
川
の
理
解
者
は
誰

も
い
な
く
な
り
、
焦
燥
感
に
駆
り
た
て
ら
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
湯
川
も
新
天
地
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

中
間
子
論
の
誕
生

湯
川
は
八
木
か
ら
菊
池
正
士
の
研
究
計
画
を
闇
い

た
と
思
わ
れ
る
。
菊
池
は
一
九
二
八
年
に
電
子
線
に

よ
る
回
折
パ
タ
ー
ン
を
得
た
こ
と
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
液

と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
電
子
の
波
動
性
の
証
拠
で
あ

り
量
子
力
学
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
菊
池
は
湯

川
が
大
阪
行
き
を
決
意
し
た
年
に
阪
大
講
師
と
な

り
、
原
子
核
実
態
の
準
備
を
始
め
て
い
た
。
一
九
三

二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ッ
ク
ウ
ロ
フ
ト
と
ウ
ェ
ル
ト

ン
が
人
工
的
に
加
速
し
た
陽
子
で
リ
チ
ウ
ム
核
を
破

壊
し
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
亡
＝
m
C
を
確
認
し
た
の
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で
あ
る
が
、
菊
池
は
コ
ッ
ク
ウ
ロ
フ
ト
と
ウ
ォ
ル
ト

ン
の
装
置
の
改
良
型
を
建
設
し
　
【
図
】
、
中
性
子
に

よ
る
原
子
核
実
験
を
行
う
の
で
あ
る
。
中
性
子
は
一

九
三
二
年
に
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
粒
子
で
あ

る
。
世
界
中
の
天
才
た
ち
は
原
子
核
を
競
っ
て
研
究

し
て
お
り
、
科
学
史
に
残
る
大
発
見
の
続
出
が
期
待

さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
阪
大
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の

実
験
家
、
菊
池
の
下
で
原
子
核
研
究
が
い
よ
い
よ
始

ま
る
。
一
方
の
京
大
は
、
「
実
験
室
は
薄
汚
く
、
古

め
か
し
い
器
械
で
古
く
さ
い
実
験
を
細
々
と
や
っ
て

い
る
。
理
論
の
講
義
は
無
味
乾
燥
な
数
式
の
氾
濫
」

と
い
う
の
が
朝
永
の
入
学
時
の
感
想
で
あ
る
。
湯
川

の
大
阪
行
き
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
朝
永

も
手
紙
に
菊
池
へ
の
期
待
を
書
い
て
い
る
。
「
大
阪

へ
行
か
れ
る
由
お
よ
ろ
こ
び
申
し
ま
す
。
新
興
の
大

学
故
活
気
が
あ
っ
て
面
白
い
こ
と
と
思
っ
て
居
ま

す
。
菊
池
さ
ん
な
ど
行
か
れ
た
ら
い
よ
い
よ
い
い
で

し
ょ
う
ね
」

あ
こ
が
れ
の
新
天
地
、
阪
大
へ
着
任
し
た
湯
川
で

あ
る
が
、
論
文
を
全
く
書
か
ず
に
い
た
。
今
田
で
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
京
大
時
代
に
も
論

文
を
l
本
も
書
く
こ
と
な
く
阪
大
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
頃
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
そ
う
こ
う
す
る
中
に
、
一
九
三
田
年
に
な
っ
た
。

理
学
部
の
新
館
が
で
き
あ
が
っ
た
。
四
月
か
ら
、
三

階
建
て
の
堂
々
た
る
建
物
の
中
へ
ひ
き
う
つ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
建
物
の
前
は
、
す
ぐ
道
路
で
あ
る
。
梅

田
の
貨
物
郡
へ
向
か
う
、
交
通
の
は
げ
し
い
道
で
あ

る
。
ト
ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
往
来
す
る
。
こ

こ
に
い
る
と
、
何
か
仕
事
を
せ
ず
に
お
ら
れ
な
い
よ

う
な
気
持
ち
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
の
私
は
、
後
か
ら

追
っ
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
自

分
の
研
究
に
目
鼻
が
つ
か
な
い
こ
と
に
、
じ
り
じ
り

し
て
い
た
」
。
八
木
は
湯
川
を
高
く
評
価
し
て
採
用

し
た
の
で
あ
る
が
、
一
向
に
成
果
の
出
る
気
配
が
な

い
。
業
を
煮
や
し
た
八
木
は
湯
川
を
辛
ら
つ
な
吉
葉

で
叱
責
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
本
来
な
ら
朝

永
君
に
来
て
貰
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
に
、
君
の
兄

さ
ん
か
ら
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
や
む
な
く
君
を
採
用

し
た
の
だ
か
ら
、
朝
永
君
に
負
け
ぬ
よ
う
、
し
っ
か

り
勉
強
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
困
る
」
。
阪
大
理
学
部

が
建
設
さ
れ
る
ま
で
間
借
り
を
し
て
い
た
塩
見
理
研

の
一
室
で
の
こ
と
で
、
間
仕
切
り
を
し
た
衝
立
の
向

こ
う
で
浅
日
常
三
郎
が
聞
い
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

湯
川
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
お
ち
い
り
な
が
ら
、
「
原
子

核
は
陽
子
や
中
性
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
陽
子

や
中
性
子
を
く
っ
つ
け
る
も
の
が
必
要
。
そ
の
役
割

を
担
う
新
粒
子
、
中
間
子
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ

る
」
と
い
う
論
文
を
書
き
上
げ
た
。
中
間
子
論
の
誕

生
で
あ
る
。
湯
川
に
と
っ
て
始
め
て
の
論
文
で
あ

り
、
こ
れ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
論
文
と
な
る
の
で
あ
る
。

苦
悩
の
時
代

中
間
子
論
は
欧
米
物
理
学
界
で
は
無
視
に
等
し
い

扱
い
を
受
け
続
け
た
。
な
ぜ
な
ら
、
新
粒
子
を
購
う

哲
学
が
欧
米
に
根
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
無
視
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
三
七
年
に
来
日
し
た
ボ
ー

ア
に
「
新
し
い
粒
子
が
好
き
な
の
か
？
」
と
椰
播
す

ら
さ
れ
、
常
識
は
ず
れ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
実
験
家
は
、
中
間
子
論
の
存
在

を
知
ら
ず
に
宇
宙
線
の
解
釈
に
苦
闘
し
て
い
た
。
地

球
へ
飛
来
し
て
く
る
宇
宙
線
の
主
成
分
は
陽
子
で
、

こ
れ
が
大
気
分
子
と
衝
突
し
、
様
々
な
反
応
の
結

果
、
地
上
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ミ
ュ
ー
オ
ン
と
電
子
、

稀
に
陽
子
が
観
測
さ
れ
る
。
大
阪
市
立
科
学
館
で
は

ミ
ュ
ー
オ
ン
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
察
す
る
展
示
装

置
が
稼
働
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
今
日
で
は
ミ
ュ

ー
オ
ン
の
存
在
は
常
識
で
あ
る
が
、
湯
川
論
文
が
発

表
さ
れ
た
頃
は
、
ミ
ュ
ー
オ
ン
は
霧
箱
に
そ
の
姿
を

見
せ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
実
巌
家
は
ミ
ュ
ー
オ
ン
を
電
子
か
あ
る
い

は
陽
子
と
解
釈
し
よ
う
と
し
て
田
苦
八
苦
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
陽
電
子
と
ミ
ュ
ー
オ

ン
を
発
見
し
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
物
理
学
者
で
あ
る
が
、

一
九
三
四
年
当
時
、
彼
で
す
ら
ミ
ュ
ー
オ
ン
を
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
電
子
と
解
釈
す
る
ほ
う
に
傾
い

て
い
た
」
と
既
知
の
粒
子
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
振
り
返
っ
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
l
九
三

五
年
（
湯
川
論
文
発
表
の
年
）
の
観
測
か
ら
、
電
子
よ

り
も
重
く
陽
子
よ
り
も
軽
い
粒
子
の
飛
跡
を
見
出
し

た
。
新
粒
子
の
決
定
的
証
拠
と
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
既
知
の
粒
子
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新
粒
子
を

仮
定
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
言

っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
新
粒
子
仮
説
の
正
当
性
が

見
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

開
花
へ一

九
三
」
八
年
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
こ
の
観
測
を
発

表
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
湯
川
は
『
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

の
飛
跡
は
湯
川
粒
子
に
よ
る
も
の
で
あ
る
』
と
い
う

こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
で
論
文
を

書
い
て
、
一
九
三
七
年
一
月
一
八
日
に
Z
巴
u
r
e
に



91　竜血膚12015　Vol．67　No．7

送
っ
た
も
の
の
、
実
巌
的
根
拠
が
な
い
と
の
理
由
で

掲
載
を
拒
否
さ
れ
た
。
「
私
は
た
い
し
て
腹
を
立
て

な
か
っ
た
し
、
ま
た
落
胆
も
し
な
か
っ
た
。
万
事
は

時
間
が
解
決
す
る
だ
ろ
う
、
と
屠
っ
た
の
で
あ
る
」

と
後
述
し
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
こ
の
年
の
五

月
一
五
日
に
新
粒
子
発
見
の
論
文
を
発
表
し
た
。
彼

は
中
間
子
論
を
知
ら
ず
に
こ
の
結
論
に
到
達
し
た
の

で
あ
る
が
、
も
し
知
っ
て
い
た
ら
新
粒
子
の
発
見
は

も
っ
と
早
く
な
っ
た
は
ず
と
後
述
し
て
い
る
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が
湯
川
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
の
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
後
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
を
主
導
し
原
爆
を
完
成
さ
せ
た
人
物
で

あ
る
。
彼
は
こ
の
新
粒
子
発
見
に
、
「
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
が
発
見
し
た
新
粒
子
の
質
量
は
湯
川
が
予
言
し
た

も
の
と
同
程
度
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ

り
か
な
り
小
さ
い
可
能
性
も
あ
る
。
小
さ
い
と
し
て

も
現
在
の
観
測
事
実
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
何
ら
な

い
。
湯
川
は
、
原
子
核
内
の
結
合
力
を
与
え
る
も
の

と
し
て
中
間
子
の
存
在
を
仮
定
し
た
が
、
そ
の
仮
定

で
核
力
の
諸
々
の
性
質
を
説
明
す
る
に
は
非
常
に
技

巧
的
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題

は
湯
川
以
前
の
理
論
が
抱
え
て
い
た
問
題
で
も
あ

り
、
湯
川
理
論
に
特
別
な
有
意
性
は
な
い
。
言
え
る

こ
と
は
、
『
も
し
、
中
間
子
の
よ
う
な
も
の
が
原
子

核
内
か
ら
出
て
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
粒
子
は
核
力
に

な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
に
も
言
え
な
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
、
新
粒
子
の
質
量

が
中
間
子
質
量
と
同
程
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
懐

疑
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
湯
川
の

予
言
を
全
く
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る。

一
九
三
七
年
七
月
二
六
日
に
湯
川
は
オ
ッ
ペ
ン
ハ

イ
マ
ー
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
仁
科
に
手
紙
を
書
い

た
。
　
「
こ
の
点
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が

P
h
y
s
一
C
a
一
刀
e
く
一
e
室
（
L
u
⊃
e
一
∽
「
e
〓
e
「
）
で
い
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
る
程
度
ま
で
真
理
で
す
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
理
論
全
体
が
本
質
的
に
誤
っ
て
い
る
か

の
如
く
言
っ
て
い
る
の
は
甚
だ
心
外
で
す
」
。
仁
科

は
直
ち
に
返
信
し
た
。
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
云

う
こ
と
に
一
理
は
あ
る
が
、
然
し
そ
う
何
も
か
も
一

時
に
解
け
る
も
の
で
は
な
い
。
二
・
曖
昧
さ
の
あ

る
理
論
を
改
良
し
て
曖
昧
さ
の
な
い
も
の
と
し
た
と

云
う
点
を
強
調
す
べ
き
」
と
論
文
を
改
良
す
る
よ
う

湯
川
を
励
ま
し
、
「
そ
の
質
量
を
求
め
ま
す
と
、
陽

子
の
一
／
」
八
か
ら
一
／
七
の
問
に
あ
る
こ
と
が
大
体

解
り
ま
し
た
。
・
・
今
度
シ
ャ
ワ
ー
の
理
論
が
出

て
、
電
子
、
陽
子
を
区
別
す
る
方
法
が
与
え
ら
れ
た

の
で
、
若
し
や
あ
な
た
の
云
わ
れ
た
粒
子
が
出
て
来

な
い
か
と
思
っ
た
の
で
し
た
が
果
た
し
て
左
様
で
し

た
」
。
仁
科
は
新
粒
子
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
質
量
が
湯
川
の
予
言
し
た
値
に
近
い
こ
と
を
示

し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
シ
ャ
ワ
ー
の
理
論
は

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
た
ち
が
一
九
二
二
八
年
十
二
月
に

発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
上

述
の
よ
う
に
中
間
子
論
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、

彼
の
理
論
が
中
間
子
論
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー
理
論
で
霧
が
晴
れ

た
か
の
よ
う
に
新
粒
子
が
見
え
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
新
粒
子
の
確
認
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
だ
け
で
な

く
、
複
数
の
実
験
家
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
同
時
に
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
粒
子
を
見
た
科
学

者
の
中
で
、
仁
科
グ
ル
ー
プ
が
最
初
に
新
粒
子
質
量

の
同
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
湯
川
は
論
文
を
書
き

直
し
て
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
田
日
に
P
h
y
s
一
C
a
一

刀
e
≦
e
壬
へ
投
稿
し
た
。
し
か
し
、
「
提
案
す
る
理

論
が
、
核
物
理
学
の
事
実
の
説
明
に
、
実
際
以
上
に

過
大
に
有
効
で
あ
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と

掲
載
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
一
日
に
仁

科
グ
ル
ー
プ
の
論
文
が
p
h
y
s
一
C
a
一
刀
e
く
蒜
W
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
翌
日
付
け
の
手
紙
で
あ

る
。
審
査
員
は
オ
ツ
ペ
ン
ハ
イ
マ
1
だ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
一
月
に
は
、

Z
a
t
u
r
e
誌
に
立
て
続
け
に
中
間
子
論
に
関
す
る
論

文
が
掲
載
さ
れ
た
。
既
に
湯
川
は
世
界
の
大
物
理
学

者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
マ
ー
も
、
一
九
三
九
年
に
湯
川
と
会
っ
た
と
き

に
は
、
「
全
面
的
に
中
間
子
論
の
支
持
者
に
な
っ
て

い
る
の
は
意
外
で
あ
っ
た
」
（
欧
米
紀
行
）
と
既
に
見

解
を
変
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
新
粒
子
は
ミ
ュ
ー
オ
ン
で
、
湯
川
が

存
在
を
予
言
し
た
中
間
子
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
理
論
と
実
願
と
の
整
合
性
が
と
れ

ず
、
大
戦
を
は
さ
ん
で
混
沌
と
し
た
時
代
が
続
い

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
湯
川
の
弟
子
、
坂
田
昌
一

は
一
九
田
二
年
に
「
中
間
子
が
崩
壊
し
て
ミ
ュ
ー
オ

ン
が
生
成
さ
れ
る
」
と
い
う
二
中
間
子
論
を
提
唱
し

た
。
一
九
田
七
年
に
坂
田
の
予
言
ど
お
り
に
中
間
子

が
発
見
さ
れ
、
中
間
子
の
存
在
を
予
言
し
て
い
た
湯

川
が
一
九
四
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
の
で

あ
る
。
当
時
は
連
合
国
軍
に
よ
る
占
領
下
に
あ
り
、

元
旦
の
新
聞
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
面
を
飾
り
吉
田

茂
が
片
隅
に
登
場
す
る
時
代
で
あ
る
。
湯
川
の
偉
業

は
国
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
る
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
地
は
、
現
在
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
科
学
を
楽
し
む

場
、
大
阪
市
立
科
学
館
と
な
り
科
学
を
楽
し
む
文
化

の
振
興
を
使
命
と
し
活
動
し
て
い
る
。
民
の
力
に
よ

っ
て
湯
川
ら
は
自
由
闊
達
に
科
学
を
楽
し
ん
だ
の
で

あ
る
が
、
レ
ベ
ル
は
違
っ
て
も
同
様
の
経
験
を
市
民

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文

化
が
市
民
の
幸
福
に
寄
与
し
、
湯
川
の
よ
う
な
偉
人

を
育
む
と
信
じ
て
い
る
。
学
芸
員
を
中
心
と
し
た
活

動
で
あ
る
が
、
市
民
や
民
間
な
ど
外
部
の
参
画
が
不

可
欠
で
あ
る
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
筆
を
お
く
こ
と
に
し
た
い
。


